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て、南東をオムノ omno すなわち「前（南）」と見立て、北西をホイト khoit すなわち「北（後）」と見立てる。た
だし、エチナ旗（地域名のこと）においては、そうした民俗方位から約45度ずれている。
２－１－１．住宅の配置
エチナ旗に限らず、中国青海省あるいはモンゴル国においても、トルグート族は、南東よりもむしろ真東を前と
見なす。300年前に西方から帰還した移住の歴史を反映しているのではないかと思われる。
ただし、エチナ旗においては、一年中、西風が卓越しているため、卓越風を避けるという意味でも東向きはまっ
たく合理的である。
（記述３）
ホブドの町の構造でおもしろいのは、清朝のつくった城は磁石どおりの南を正面としているのにたいして、モン
ゴル人の建てるゲルや主な建物は東をむいていることだ。県庁の建物も写真に見えている東側が正面だ。城壁から
のメインストリートのとおる南北の方向は、西モンゴル人にとって基準方位ではない。一般に、西モンゴルの民俗
方位での｢南｣は、東におおきくずれている。
どうやら「南」が方位の基準であるが、気候条件によりそれが「東」方向にずれていき、その程度は地域により
異なる、ということであるようだ。したがい梅棹の45度も絶対的なものではないことになる。残念ながら決定的な
記述は発見できなかったが、（記述２）に見られるように、学術的な調査も進行しているようである。今後の研究と
その公表を待ちたいと思う。
ちなみに、ウランバートルのデパートで購入したモンゴル全土の地図は、私たちと同じ、北を上にしたものであ
った。
２．モンゴルのことば
はじめてモンゴルのことばに触れてみて、それを日本のカタカナ表記で学ぼうとするのはほとんど絶望的である
と感じた。簡単な挨拶のカタカナ表現ですら、ケースによっては実際の音とは著しく異なっている。出発前に聞い
たものは、インターネットのいくつかのサイトにあった基礎的な単語の発音と、中央図書館で借りた『語学王モン
ゴル語』という入門書に添付されているCDによるものであった。
さらにいえば、現行のキリル文字も発音の手がかりにはなりがたいところがある。カタカナ、キリル文字とも発
音記号とはいえず、双方ともに限界がある。それどころか、下手をすれば害毒の垂れ流しにもなりかねない。
だれしも感ずることだろうが、モンゴルの英雄の名前が、カタカナではいろんな形で表記されいっこうに定着す
る気配がない。たとえばこんな具合だ。
初代ハーン・・・ジンギス、チンギス
２代ハーン・・・オゴタイ、オゴダイ、オゴデイ、オゴディ、オゲデイ
５代ハーン・・・フビライ、クビライ、ホビライ
現地で実際に発音してもらったが、あえていえば、アンダーラインを引いた音に近いと感じられた。残念ながら、
「ハーン」か「ハン」か「カン」かは確認し忘れた。
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どの言語でも、カタカナ表記には限界がある。しかしことにモンゴル語の場合それが大きいのではないかと感じ
られ、日本でのモンゴル語研究の段階はまだまだ工夫の余地を残しているのではないかと思われる。
そもそも首都の名前自体、日本では「ウランバートル」と表記されるが、現地で発音してもらうと「オランバー
タル」としか聞こえない。母音の発音ですら、原音とはかなり離れている。
ただこれは、日本人の責任だけではないかもしれない。現地でも、話者によって、あるいは地域によって、原音
自体にかなりの揺らぎがあるのではないかとも思われる。「ありがとう」に該当することばは、 CD やインターネッ
トのサイトでの発音を聞いてみると、同じスペルのはずなのに話者によって驚くくらいに異なっている。しかしい
ずれの発音も美しく微妙で、神秘的にすら感じてしまう。つくづく「ことば」というのは奇跡なのではないかと思
ってしまう。
わたしの場合、真っ先につまづいたのは、二重母音の発音であった。日本に帰ってからも残念ながらその先は手
つかずのままである。いくつかのテキストでは、日本語で「こんにちは」にあたる「サェン バェ ノー」（お元気で
すか）ということばが真っ先に登場する。この小文字で記載されているところが二重母音であり、キリル文字では、
二重母音であることを指示する記号が置かれ、直前の母音に「イ」の音が連続して二重母音を形成することになっ
ている。ところがこれが、なかにはどう聞いても直前の短母音部分しか聞こえないものがあるのである。インター
ネットのサイトと CD で、４種類の発音を聞いてみたところ、「サェン」のところはすべて前半の短母音だけしか聞
こえず、「バェ」のところになって、はっきりと、あるいはなんとか二重母音として聞こえたのが２つ。１種類はど
う聞いても前半の短母音の部分だけしか聞こえず、残りの一つは前半の母音が長母音化したようなあいまいな発音
に聞こえる。モンゴル語の二重母音では特に、後半部分がきわめて弱くか長母音化して発音されるかのではないか
と思われる。
ところが日本語のカタカナ表記では、二重母音であることを意識しない、「サインバイノー」や「サエン・バエ
ノー」という表記が結構目につく。ご丁寧に『サエン・バエノー・モンゴル』という書名の単行本まで中央図書館
にあった。これはもう滑稽としか言いようがない。前半の短母音しか聞こえない場合の音は、むしろ「サン バ ノー」
というのにきわめて近くなる。つまり「サイン バイ ノー」なる表記は、二重母音を指示するキリル文字の記号を、
「イ」あるいは「エ」という独立した母音として表記していることになり、これでは「ア」と、「イ」あるいは「エ」
のふたつの単独母音の連続となり、そんな発音はないのであってまったく度の外れた表記であるといわざるをえない。
というわけでわたしのモンゴル語はそんなところで挫折したままである。
ところで、現地で通訳を務めてくれたのは、愛称ゾロさんという若い女性で、彼女は完璧な日本語を話した。日
本の企業に３年間勤務した経験があるのだそうである。同行された留学生アドバイザーの長谷川さんが彼女に、「あ
なた高松に住んだ経験があるでしょう」と指摘され、それは見事に当たった。わたしにはまったくわからなかった
が、明らかな高松なまりがあるのだという。日本語のなまりの有無も識別できないようでは、モンゴル語の音につ
いて語る資格はないというべきか。しかしともかく興味の尽きることのないモンゴルではあった。
（文中のアンダーラインはすべて土田による。）
